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本定例会に付議された議案等の件名 

 

議案第 10 号  平成 26 年度砺波広域圏事務組合水道事業会計未処分 

利益剰余金の処分について 

報告第 ２号  専決処分の承認を求めることについて 

        ・専決処分第１号 砺波広域圏事務組合職員の給与に関 

する条例等の一部改正について 

報告第 ３号   継続費の逓次繰越について 

認定第 １号  平成 26 年度砺波広域圏事務組合決算の認定について 

        （一般会計及び特別会計決算認定） 

認定第 ２号  平成 26 年度砺波広域圏事務組合決算の認定について 

         （企業会計決算認定） 
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平成 27 年８月砺波広域圏事務組合議会定例会会議録目次 
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平成 27 年８月砺波広域圏事務組合議会定例会会議録 

１ 議事日程 

  日程第１ 会議録署名議員の指名について 

日程第２ 会期の決定について 

日程第３ 議案第 10 号、平成 26 年度砺波広域圏事務組合水道事業会計未処分利 

益剰余金の処分について並びに、報告第２号、専決処分の承認を求め 

ることについて並びに報告第３号、継続費の逓次繰越について、認定 

第１号及び認定第２号、決算の認定を求めることについて 

   （提案理由説明） 

日程第４ 一般質問、質疑、委員会付託について 

日程第５ 総務常任委員長報告 

  日程第６ 閉会中の継続審査について 

 

１ 本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 

 

１ 開議及び閉議の日時 

   平成 27 年 8 月 26 日 午前 10 時 00 分 

   平成 27 年 8 月 26 日 午後 4 時 40 分 

 

１ 出席議員（１２名） 

   １番 村岡 修一   ２番 山田  勉   ３番 稲垣  修 

   ４番 井上 五三男  ５番 石崎 俊彦   ６番 才川 昌一 

   ７番 浅田 裕二   ８番 飯田 修平   ９番 片岸  博 

  10 番 江守 俊光    11 番 城岸 一明    12 番 山森 文夫 

 

１ 欠席議員  なし 
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１ 説明のため議場に出席した者の職、氏名 

  管 理 者   夏野  修   副 管 理 者   田中 幹夫 

  監 査 委 員   山﨑 昭夫   会 計 管 理 者   有澤 哲郎 

  事 務 局 長   南部 光宏   水 道 事 業 所 長   安川  正 

  南砺リサイクルセンター所長   樋口  実   クリーンリセンターとなみ所長   松山  勉          

   農 業 共 済 所 長   得永 俊一   総 務 課 長   松井  明      

水道事業所業務課長   竹部  進   水道事業所工務課長   村中 邦弘 

  農業共済グループリーダー   畑  知之 

   

１ 職務のため議場に出席した事務局職員 

   総務課主幹  野村 勇洋   企画係長   金兵 佳朗 

 

１ 会議の経過 

   午前 10 時 00 分 開議 

 

○議長（城岸君） た だ い ま の 出 席 議 員 は 、 1 2 名 で あ り ま す 。  

  定 足 数 に 達 し て お り ま す の で 、 こ れ よ り 平 成 2 7 年 ８ 月 砺

波 広 域 圏 事 務 組 合 議 会 定 例 会 を 開 会 し 、 た だ ち に 本 日 の 会

議 を 開 き ま す 。  

 

○議長（城岸君） 始 め に 、 報 告 事 項 を 申 し 上 げ ま す 。 お 手 元 に 配

付 の と お り 監 査 委 員 か ら 地 方 自 治 法 第 2 3 5 条 の ２ 第 ３ 項 の

規 定 に よ り 実 施 し た 例 月 出 納 検 査 及 び 地 方 公 共 団 体 の 財 政

の 健 全 化 に 関 す る 法 律 第 2 2 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 実 施 し た

資 金 不 足 比 率 の 審 査 の 報 告 を そ れ ぞ れ 受 け て お り ま す の で 、

ご 確 認 を お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 



6  

 

○議長（城岸君） こ れ よ り 、 本 日 の 日 程 に 入 り ま す 。  

 

○議長（城岸君） 日 程 第 １  会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 を 行 い ま す 。  

 会 議 録 署 名 議 員 は 、 会 議 規 則 第 1 1 6 条 の 規 定 に よ り 、 議 長

に お い て  

  ５番  石崎 俊彦 君 

  ６番  才川 昌一 君 

を指名いたします。 

 

○議長（城岸君） 次 に 、 日 程 第 ２  会 期 の 決 定 に つ い て 、 を 議 題

と い た し ま す 。  

 お 諮 り い た し ま す 。 本 定 例 会 の 会 期 は 、 本 日 １ 日 と い た し  

た い と 存 じ ま す 。 こ れ に ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。  

［ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ］  

 

○議長（城岸君） ご 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 会 期 は 本 日  

１ 日 と 決 定 い た し ま し た 。  

 

○議長（城岸君） 次 に 、 日 程 第 ３  議 案 第 1 0 号 、 平 成 2 6 年 度  

砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 水 道 事 業 会 計 未 処 分 利 益 剰 余 金 の 処 分

に つ い て 並 び に 報 告 第 ２ 号 、 専 決 処 分 の 承 認 を 求 め る こ と

に つ い て 、 並 び に 報 告 第 ３ 号 、 継 続 費 の 逓 次 繰 越 に つ い  

て 、 認 定 第 １ 号 及 び 認 定 第 ２ 号 決 算 の 認 定 を 求 め る こ と に

つ い て  を 議 題 と い た し ま す 。  

提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

管 理 者  夏 野  修  君  

［ 管 理 者  夏 野  修  君  登 壇 ］  
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○管理者（夏野君）本 日 、 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 議 会 ８ 月 定 例 会 を 招  

集 い た し ま し た と こ ろ 、 議 員 各 位 に は 、 ご 出 席 を い た だ き 、

厚 く お 礼 申 し 上 げ ま す 。  

ま ず 、 議 案 説 明 に 先 立 ち 、 主 な 事 業 の 進 捗 状 況 等 に つ い

て 申 し 上 げ ま す 。  

  最 初 に 、 ご み 処 理 に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

本 広 域 圏 の 重 要 課 題 で あ り ま す 可 燃 ご み の 処 理 に つ き ま し

て は 、 そ の 方 策 を 多 角 的 に 検 討 し 、 そ れ ぞ れ の 特 徴 等 を と

り ま と め た と こ ろ で あ り ま し て 、 先 般 、 議 員 各 位 に も ご 説

明 さ せ て い た だ い た と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

ま た 、 砺 波 市 、 南 砺 市 、 両 市 の 将 来 の 人 口 ビ ジ ョ ン か ら

も 、 人 口 が 減 少 し て い く こ と が 見 込 ま れ て お り 、 そ れ に 伴

い ご み の 排 出 量 も 減 少 す る こ と 、 ま た 再 資 源 化 な ど が 進 む

こ と な ど か ら ご み 処 理 量 は 確 実 に 減 少 し て い く こ と が 見 込

ま れ ま す 。  

そ こ で 、 こ れ ら 本 広 域 圏 の 将 来 の 姿 を 念 頭 に お い た う え

で 、 ご み 処 理 方 策 を 決 定 す る た め 、 そ れ ぞ れ の 方 策 に 関 係

す る 機 関 や 関 係 者 等 へ 協 議 を 行 っ て ま い り た い と 考 え て お

り ま す 。  

  次 に 、 ク リ ー ン セ ン タ ー と な み に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

平 成 2 6 年 度 の ご み 処 理 状 況 に つ き ま し て は 、 可 燃 ご み が

1 9 , 3 0 5 ト ン と 前 年 度 に 比 較 し て 5 9 4 ト ン の 増 加 を 示 し て お

り ま す 。 こ れ は 、 事 業 者 か ら 排 出 さ れ た 事 業 系 可 燃 ご み が

5 8 0ｔ 増 加 し た こ と に よ る も の で 、 企 業 の 経 済 活 動 が 活 発 し  

て い る も の と 考 え て お り ま す 。  

な お 、 今 年 度 の 施 設 整 備 に つ き ま し て は 、 損 傷 度 合 の 大

き い 焼 却 炉 内 部 の 煉 瓦 、 燃 焼 機 器 の 取 替 工 事 や 粗 大 ご み 処
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理 施 設 の 補 修 な ど を 行 い 、 施 設 の 安 定 的 、 か つ 円 滑 な 管 理

運 営 に 努 め て ま い り た い と 考 え て お り ま す 。  

次 に 、 南 砺 リ サ イ ク ル セ ン タ ー に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

平 成 2 6 年 度 の ご み 処 理 状 況 に つ い て は 、 可 燃 ご み が

6 , 5 1 8 ト ン と 前 年 度 に 比 較 し て マ イ ナ ス 2 2 ト ン 、 率 に し て

0 . 3％ の 減 少 と な っ て お り ま す 。  

ま た 、 可 燃 ご み の 処 理 に つ い て は 、 富 山 地 区 広 域 圏 へ １

日 平 均  約 2 0 ト ン 、 ク リ ー ン セ ン タ ー と な み へ １ 日 平 均  

約 7 ト ン を 搬 送 し 、 処 理 を 委 託 し て お り ま す 。  

今 年 度 の 施 設 整 備 に つ き ま し て は 、 粗 大 設 備 供 給 コ ン ベ

ア 補 修 工 事 、 管 理 棟 防 水 工 事 を 行 っ て ま い り ま す 。  

次 に 、 わ ら び 学 園 に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

わ ら び 学 園 は 、 平 成 2 4 年 の 法 改 正 以 降 、 知 的 障 害 児 の 受

け 入 れ だ け で な く 、 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー と し て 、 事 業 サ

ー ビ ス を 拡 充 し て ま い り ま し た 。  

近 年 は 、 施 設 の 老 朽 化 と 事 業 の 拡 充 に よ る 狭 あ い 化 が 顕

著 に な っ て ま い り ま し た こ と か ら 、 新 た な 施 設 が 必 要 と 考

え 、 砺 波 福 祉 圏 域 ３ 市 に よ り 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 整 備 基

本 構 想 を 検 討 し た と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

今 年 度 は 、 こ の 基 本 構 想 を ベ ー ス に 「 児 童 発 達 支 援 セ ン

タ ー 整 備 基 本 計 画 を 策 定 し 、 新 た な 施 設 整 備 に 向 け て 具 体

的 な 検 討 に 入 り た い と 考 え て お り ま す 。  

次 に 、 砺 波 医 療 圏 急 患 セ ン タ ー に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

医 師 会 等 の 協 力 を 得 て 、 内 科 ・ 小 児 科 の 初 期 救 急 医 療 を 提

供 し て お り ま す が 、 昨 年 度 の 受 診 者 は 内 科 、 小 児 科 を 合 わ

せ て 、 8 , 0 7 2 人 で あ り ま し た 。  

ま た 、 １ 診 療 日 当 た り の 受 診 者 数 を み ま す と 、 内 科 が
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7 . 3 人 、 小 児 科 が 1 1 . 2 人 と な っ て お り ま す 。  

今 後 と も 初 期 救 急 医 療 体 制 の 充 実 を 図 る た め 、 医 療 ス タ

ッ フ の 確 保 に 傾 注 し 、 安 定 的 な 事 業 運 営 に 努 め て ま い り た

い と 考 え て お り ま す 。  

次 に 、 砺 波 地 域 情 報 セ ン タ ー に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

中 京 圏 へ の 砺 波 地 域 の 観 光 Ｐ Ｒ や 企 業 誘 致 の た め 、 構 成 市

や 観 光 連 盟 砺 波 地 区 会 な ど が 行 う 観 光 キ ャ ン ペ ー ン が 効 果

的 に 進 め ら れ る よ う 支 援 す る こ と や 、 中 京 エ リ ア の 各 新 聞

社 ・ 放 送 局 な ど へ の パ ブ リ シ テ ィ 活 動 の 推 進 な ど 様 々 な 機

会 を 捉 え て 観 光 情 報 の 発 信 に 努 め て い る と こ ろ で あ り ま す 。  

ま た 、 東 海 地 域 の 産 業 人 ク ラ ブ や 東 海 と な み 野 会 な ど と

の 交 流 を 図 り な が ら 中 京 圏 の 企 業 情 報 の 収 集 な ど を 行 っ て

お り ま す 。  

 次 に 、 ケ ー ブ ル テ レ ビ 事 業 に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

平 成 2 7 年 6 月 末 現 在 の 接 続 率 は 6 6 . 9％ と な り 、 前 年 同 月

末 と 比 し て プ ラ ス 0 . 2 ポ イ ン ト と わ ず か な が ら 高 く な っ て

お り ま す 。  

施 設 の 管 理 運 営 に つ き ま し て は 、 引 き 続 き 「 と な み 衛 星

通 信 テ レ ビ 株 式 会 社 」 を 指 定 管 理 者 と し て お り ま す が 、 今

後 も 安 定 的 な 事 業 運 営 が 図 ら れ る よ う 指 導 し て ま い り ま す 。  

ま た 、 よ り 効 果 的 な 行 政 情 報 を 発 信 す る た め 、 観 光 、 防

災 、 福 祉 、 教 育 な ど 多 方 面 で 構 成 市 と の 連 携 を 図 り 、 利 用

者 サ ー ビ ス の 充 実 に 努 め て ま い り た い と 考 え て お り ま す 。  

次 に 、 広 域 圏 基 金 特 別 会 計 の 広 域 活 動 計 画 地 域 振 興 事 業

に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

  砺 波 広 域 圏 基 金 の 運 用 益 を 財 源 と し た こ の 事 業 は 、 平 成

3 年 度 か ら 始 ま り 、 今 年 で 2 5 年 目 を 迎 え ま す 。 広 域 的 、 一
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体 的 な 振 興 や 地 域 の 活 性 化 、 あ る い は 各 種 団 体 の 育 成 な ど

一 定 の 成 果 が あ っ た も の と 考 え て お り ま す 。  

し か し な が ら 、 市 町 村 合 併 以 降 は 構 成 市 が 2 市 の み と な

り 、 助 成 し て い る ソ フ ト 事 業 な ど も 構 成 市 と 重 な る も の も

多 々 あ る こ と か ら 、 こ の 地 域 振 興 事 業 は 平 成 2 7 年 度 を も っ

て 終 了 す る 予 定 と し て お り ま す 。  

  来 年 度 以 降 の 砺 波 広 域 圏 基 金 の 取 扱 い に つ き ま し て は 、

基 金 の 出 資 元 で あ る 砺 波 市 、 南 砺 市 と 協 議 の う え 、 砺 波 広

域 圏 、 ま た 、 両 市 の 事 業 に 幅 広 く 活 用 で き る よ う に し て ま

い り た い と 考 え て お り ま す 。  

次 に 、 水 道 事 業 に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

ま ず 、 平 成 2 6 年 度 の 供 給 水 量 は 、 日 平 均 供 給 水 量 が 前 年 度

よ り 2 , 2 9 5 ㎥ 増 の 2 9 , 0 1 3 ㎥ と な り 、 基 準 水 量 2 7 , 0 0 0 ㎥ に

対 し 1 0 7 . 5％ の 実 績 と な っ て お り ま す 。  

  供 給 水 量 の 増 加 に つ い て は 、 福 光 系 の 縄 蔵 分 水 場 か ら 小

山 配 水 池 へ の 送 水 が 新 た に 開 始 さ れ た こ と に よ る も の で あ

り ま す 。  

  水 質 検 査 業 務 に つ き ま し て は 、 水 道 法 で 定 め る 5 1 項 目 に

及 ぶ 全 項 目 検 査 を 実 施 す る と と も に 、 構 成 市 か ら の 検 査 依

頼 に 基 づ き 、 計 画 的 に 処 理 し て お り ま す 。  

前 年 度 の 経 営 状 況 に つ き ま し て は 、 供 給 水 量 の 増 加 や 水

質 検 査 の 受 託 件 数 が 当 初 見 込 み を 上 回 っ た こ と に よ り 収 入

が 増 と な っ た こ と に 加 え 、 適 切 な 施 設 設 備 の 維 持 管 理 等 に

よ り 支 出 を 抑 え た こ と か ら 損 益 収 支 で は 1 2 8 , 7 1 8 千 円 の 黒   

字 決 算 と な り 、 剰 余 金 の 処 分 に つ い て は 、 減 債 積 立 及 び 建

設 改 良 積 立 を 予 定 し て お り ま す 。  

  企 業 債 に つ き ま し て は 、 施 設 更 新 の た め 昨 年 度 末 に 新 た  
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に １ 億 １ 千 万 円 発 行 し た も の を 含 め 、 平 成 2 6 年 度 末 残 高 が  

５ 億 ９ 千 万 円 と な っ た と こ ろ で あ り ま す 。  

  ま た 、 老 朽 化 、 耐 震 化 対 策 と し て 取 り 組 ん で お り ま す 浄

水 場 更 新 事 業 に つ き ま し て は 、 平 成 2 6 年 度 か ら 平 成 2 9 年

度 ま で の 継 続 事 業 に よ り 工 事 を 進 め て い る と こ ろ で す 。  

  な お 、 平 成 2 6 年 度 分 に つ き ま し て は 、 昨 年 1 2 月 の 降 雪

の た め 工 事 が 遅 れ 、 逓 次 繰 越 さ せ て い た だ き ま し た 。  

  今 年 度 の 主 な 工 事 内 容 に つ き ま し て は 、 現 在 、 深 層 混 合

撹 拌 に よ る 地 盤 改 良 に よ る 新 施 設 の 基 礎 工 事 及 び 動 力 用 の

配 線 や 薬 品 注 入 管 の 配 管 の た め の 共 同 溝 工 事 を 施 工 中 で あ

り ま す 。  

  ま た 、 取 水 地 点 の 追 加 や 浄 水 方 法 の 変 更 に 伴 う 認 可 申 請

を 厚 生 労 働 省 へ 行 う こ と と し て お り ま す 。  

今 後 と も 、 安 全 で 安 心 な 水 を 安 定 的 に 供 給 す る た め に 努

力 し て ま い り ま す 。  

そ れ で は 、 こ れ よ り 、 本 日 提 出 い た し ま し た 議 案 等 に つ

き ま し て ご 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

ま ず 、 予 算 関 係 に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

議 案 第 1 0 号  平 成 2 6 年 度 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 水 道 事 業 会

計 未 処 分 利 益 剰 余 金 の 処 分 に つ き ま し て は 、 地 方 公 営 企 業

法 第 3 2 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 議 会 の 議 決 を 経 て 積 み 立 て

る も の で あ り ま す 。  

次 に 、 報 告 第 2 号  専 決 処 分 の 承 認 を 求 め る こ と に つ き

ま し て は 、 平 成 1 7 年 人 事 院 勧 告 に 準 じ て 実 施 し て い る 給 与

構 造 の 抜 本 的 見 直 し に お け る 昇 給 抑 制 等 の 回 復 措 置 を 国 に

準 じ て 実 施 す る た め 、 関 係 条 例 の 一 部 改 正 に つ き ま し て 、

専 決 処 分 し た の で 、 議 会 の 承 認 を 求 め る も の で あ り ま す 。  
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次 に 、 報 告 第 3 号  継 続 費 の 逓 次 繰 越 に つ き ま し て は 、

平 成 2 6 年 度 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 水 道 事 業 会 計 予 算 の う ち 翌

年 度 に 逓 次 繰 越 し し た 予 算 に つ い て 、 法 令 の 定 め る と こ ろ

に よ り 議 会 に 報 告 す る も の で あ り ま す 。  

次 に 、 認 定 第 1 号 及 び 認 定 第 2 号  決 算 の 認 定 に つ き ま

し て は 、 平 成 2 6 年 度 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 一 般 会 計 、 基 金 特

別 会 計 、 農 業 共 済 事 業 特 別 会 計 及 び 水 道 事 業 会 計 に つ い て 、

そ れ ぞ れ 法 令 に 基 づ き 、 監 査 委 員 の 意 見 を 付 し て 議 会 の 認

定 を 求 め る も の で あ り ま す 。  

以 上 を も ち ま し て 、 本 日 提 出 い た し ま し た 議 案 の 説 明 と

い た し ま す 。  

な に と ぞ 、 慎 重 に ご 審 議 の う え 、 可 決 、 承 認 及 び 認 定 を

い た だ き ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

○議長（城岸君） 次 に 、 監 査 委 員 か ら 平 成 2 6 年 度 砺 波 広 域 圏 事

務 組 合 一 般 会 計 及 び 各 特 別 会 計 の 歳 入 歳 出 決 算 の 審 査 結 果

報 告 が ご ざ い ま す 。  

監 査 委 員  山 﨑  昭 夫  君  

［ 監 査 委 員  山 﨑  昭 夫  君  登 壇 ］  

 

○監査委員（山﨑君） 

 平 成 ２ ６ 年 度 の 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 一 般 会 計 及 び 基 金 特

別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 に つ き ま し て は 、 去 る ７ 月 2 4 日 に 砺 波

市 役 所 に お い て 審 査 を い た し ま し た 。  

以 下 、 審 査 の 概 要 に つ い て ご 報 告 申 し 上 げ ま す 。  

審 査 の 方 法 に つ き ま し て は 、 そ れ ぞ れ の 決 算 書 が 、 議 会

で 議 決 さ れ た 科 目 毎 に 適 正 に 執 行 、 か つ 表 示 さ れ て い る か
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否 か を 確 認 し 、 予 算 額 ・ 収 入 済 額 及 び 支 出 済 額 に つ き ま し

て は 、 予 算 書 及 び 証 拠 書 類 等 に 基 づ い て 作 成 さ れ た 出 納 日

計 簿 、 収 入 簿 及 び 支 出 簿 等 と 計 数 照 合 を 行 っ て お り ま す 。  

さ ら に 、 一 般 会 計 及 び 基 金 特 別 会 計 に つ き ま し て は 、 歳

入 歳 出 決 算 事 項 別 明 細 書 、 実 質 収 支 に 関 す る 調 書 の 調 査 を

行 い 、 ま た 、 農 業 共 済 事 業 特 別 会 計 及 び 水 道 事 業 会 計 に つ

き ま し て は 、 損 益 計 算 書 等 の 財 務 諸 表 の 調 査 を 行 い 、 い ず

れ の 会 計 も 既 に 実 施 し た 例 月 出 納 検 査 の 状 況 を 参 考 に し 、

関 係 職 員 の 説 明 を 聴 取 し な が ら 監 査 を 実 施 し た の で あ り ま

す 。  

最 初 に 、 一 般 会 計 の 状 況 に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

平 成 ２ ６ 年 度 の 決 算 額 は 、  

歳 入 が 、 １ ， １ ４ ９ ， ３ ６ ８ ， ５ ７ ７ 円     

歳 出 は 、 １ ， ０ ３ ７ ， １ ６ ６ ， ３ ８ ６ 円 で 、  

差 引 剰 余 金 は １ １ ２ ， ２ ０ ２ ， １ ９ １ 円 と な っ て お り ま

す 。  

こ の 剰 余 金 に つ き ま し て は 、 共 通 的 経 費 と 事 業 の 区 分 毎

に 明 確 に 処 理 さ れ て お り ま す 。  

決 算 の 概 要 及 び 審 査 の 結 果 に つ き ま し て は 、 お 手 元 に 配 付

し て あ り ま す 一 般 会 計 及 び 基 金 特 別 会 計 決 算 審 査 意 見 書 の

と お り で あ り ま す 。  

一 般 会 計 に つ き ま し て は 、 前 年 度 に 比 べ て 歳 入 で は

1 4 . 6％ の 減 、 歳 出 で は 1 2 .６ ％ の 減 と な っ た と こ ろ で あ り

ま す 。  

こ れ に つ き ま し て は 、 前 年 度 に お い て 、 わ ら び 学 園 の 指

定 管 理 並 び に 急 患 セ ン タ ー 改 修 工 事 終 了 に よ り 皆 減 と な っ

た こ と が そ の 減 額 の 主 な 要 因 で あ り ま す 。  
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  次 に 、 歳 出 の 主 な 増 減 に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

議 会 費 で は 、 研 修 費 用 の 節 減 に 努 め た と い う こ と で 前 年 度

に 比 べ 減 と な っ て お り ま す 。  

総 務 費 で は 前 年 度 例 規 集 ・ 財 務 会 計 シ ス テ ム 更 新 の 終 了

や 、 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 策 定 終 了 よ り 減 額 と な っ て お

り ま す 。  

衛 生 費 は 、 全 体 的 に 減 額 と な っ て お り ま す 。  

こ の う ち 保 健 衛 生 費 で は 、 前 年 度 「 砺 波 医 療 圏 急 患 セ ン タ

ー 」 の 改 修 工 事 及 び 管 理 委 託 料 に 6 2 0 0 万 円 余 り の 経 費 が 掛

か っ た が そ れ が 皆 減 と な り 大 幅 に 減 額 と な っ た も の で あ る 。    

今 後 と も 医 師 の 確 保 や 救 急 患 者 に 対 応 し た 運 営 に 努 力 し

て い た だ き た い 。  

ま た 平 成 ２ ５ 年 度 に 「 と な み 野 メ デ ィ カ ル ネ ッ ト 」 を 整

備 し こ の ネ ッ ト ワ ー ク の 運 用 2 年 目 で も あ り 、 砺 波 医 療 圏

内 公 的 病 院 と 診 療 所 が 連 携 し 更 な る 利 用 の 増 加 に も 努 め て

い た だ き た い 。  

次 に 、 清 掃 事 業 に つ い て は 、 ク リ ー ン セ ン タ ー と な み で

は 、 平 成 ２ ６ 年 度 の ご み 処 理 量 が 、 年 間 2 1 , 4 2 2ｔ と 、 前 年

度 比 プ ラ ス 5 8 7ｔ 、 率 に し て 、 2 . 8％ 増 え て お り ま す 。  

一 方 、 南 砺 リ サ イ ク ル セ ン タ ー に お い て は 、 年 間 7 , 3 0 0

ｔ と 、 マ イ ナ ス 1 1 6ｔ 、 率 に し て 1 . 6％ 減 っ て い る が 、 両 施

設 を 合 計 す る と 前 年 度 比 、 プ ラ ス 4 7 1ｔ 、 率 に し て 1 . 7％ 増

え て お り ま す 。  

こ の ご み の 量 を さ ら に 少 な く す る た め 、 当 組 合 に お い て 、

一 昨 年 度 、 向 こ う １ ５ 年 間 の ご み 処 理 の 方 向 を 定 め た 「 ご

み 処 理 基 本 計 画 」 に 、 ご み の 減 量 化 目 標 、 資 源 化 目 標 及 び

最 終 処 分 量 の 削 減 目 標 を 定 め て い る こ と か ら 、 こ の 計 画 に
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沿 っ て 、 当 組 合 を 構 成 す る ２ 市 と 広 域 圏 と が 適 切 な 役 割 分

担 の も と に 、 各 種 の 施 策 を 効 果 的 に 実 施 し て い た だ き た い 。  

ま た 、 南 砺 リ サ イ ク ル セ ン タ ー に 搬 入 さ れ る 可 燃 ご み に

つ い て は 、 現 在 、 富 山 地 区 広 域 圏 事 務 組 合 と ク リ ー ン セ ン

タ ー と な み に そ の 処 理 を 委 託 し て お り 、 ご み 処 理 が 喫 緊 の

課 題 で あ る こ と か ら 、 早 急 な 処 理 方 策 の 検 討 が 望 ま れ る と

こ ろ で あ り ま す 。  

以 上 、 一 般 会 計 に つ い て は 、 今 後 と も 、 費 用 対 効 果 を 考

慮 し つ つ 、 無 駄 を な く し 、 効 率 的 に 事 業 を 執 行 す る と と も

に 、 健 全 な 財 政 運 営 に 努 め ら れ る よ う 強 く 要 望 す る も の で

あ り ま す 。  

ま た 、 基 金 特 別 会 計 で は 、  

歳 入 が 、 ３ ３ ， ４ ２ ９ ， ２ ３ ０ 円 、  

歳 出 が ７ ， ７ ０ ４ ， ３ ４ １ 円 で  

差 引 余 剰 金 が ２ ５ ， ７ ２ ４ ， ８ ８ ９ 円 で 、 前 年 度 に 比 べ

て 歳 入 で ３ .２ ％ の 減 、 歳 出 で １ ８ .３ ％ の 減 と な っ て お り

ま す 。  

こ の 会 計 に お い て は 、 基 金 積 立 金 の 運 用 益 を 活 用 し て 、

各 種 の 地 域 振 興 事 業 を 継 続 的 に 実 施 す る こ と に よ っ て 、 広

域 行 政 を 推 進 し 、 圏 域 全 体 の 活 性 化 を 図 ろ う と し て い る も

の で あ り ま す 。  

今 後 に お い て 、 事 業 の 見 直 し が 検 討 さ れ て い る よ う で す

が 、 地 域 の 活 性 化 に つ な が る 事 業 に 基 金 を 有 用 に 活 用 し て

い た だ き た い 。  

 次 に 、 農 業 共 済 事 業 特 別 会 計 の 状 況 に つ い て 申 し 上 げ ま

す 。  

  県 下 の 農 業 共 済 で は 、 そ の 運 営 基 盤 を 強 化 し 、 農 業 共 済
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制 度 の 一 層 の 発 展 を 図 る た め 、 平 成 ２ ６ 年 ４ 月 に 県 域 組 合

と し て 「 富 山 県 農 業 共 済 組 合 」 が 設 立 さ れ ま し た 。  

  砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 で は 、 平 成 ２ ５ 度 に 引 受 け し た 、 麦

と 果 樹 共 済 の 共 済 責 任 が 収 穫 期 ま で 残 る た め 、 平 成 ２ ６ 年

度 に お い て も 特 別 会 計 を 継 続 し 、 損 害 補 償 に 対 応 し て お り

ま す 。 平 成 ２ ６ 年 度 に お い て 残 さ れ た 全 事 業 を 終 え 、 年 度

末 ま で に す べ て の 財 産 を 県 組 合 に 引 き 継 い で お り ま す 。  

  こ れ か ら も 富 山 県 農 業 共 済 組 合 が 農 家 の 負 託 に 応 え 、 農

業 者 が 安 心 し て 生 産 活 動 に 取 り 組 め る よ う そ の 機 能 を 充 分

に 発 揮 さ れ 、 地 域 農 業 の 発 展 に 努 め ら れ る よ う 要 望 し ま す 。  

次 に 、 水 道 事 業 会 計 の 状 況 に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

事 業 運 営 に つ き ま し て は 、 平 成 ２ ６ 年 度 か ら ４ 年 間 の 継 続

事 業 で 進 め ら れ て お り ま す 浄 水 場 更 新 事 業 に つ い て 、 １ ２

月 の 降 雪 の 影 響 に よ る 工 事 の 遅 れ の た め 逓 次 繰 越 が あ っ た

も の の 、 概 ね 順 調 に 推 移 し て お り ま す 。  

決 算 の 概 要 及 び 審 査 の 結 果 に つ き ま し て は 、 お 手 元 に 配

布 し て あ り ま す 水 道 事 業 会 計 決 算 審 査 意 見 書 の と お り で あ

り ま す 。  

業 務 に つ い て は 、 安 定 的 に 推 移 し て お り 、 供 給 水 量 は 、

前 年 度 を 上 回 り 、 日 平 均 水 量 で は 前 年 度 に 比 べ ８ ． ６ ％ の

増 と な っ て お り ま す 。  

ま た 、 経 営 面 で は １ 億 ３ 千 万 円 余 り の 黒 字 で あ り 、 利 益

剰 余 金 は 減 債 積 立 金 や 建 設 改 良 積 立 金 に 積 み 立 て る 予 定 と   

さ れ て お り ま す 。  

平 成 ２ ６ 年 度 末 の 現 金 ・ 預 金 及 び 有 価 証 券 の 残 高 は 、 １

５ 億 ８ 千 万 円 に 増 加 し て お り 、 こ の 資 金 に つ い て は 、 こ れ

か ら 支 払 の ピ ー ク を 迎 え る 浄 水 場 更 新 事 業 や 、 長 期 計 画 に
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基 づ く 設 備 更 新 事 業 の 財 源 と し て 有 効 に 利 用 さ れ た い 。  

運 営 に つ い て は 、 引 き 続 き 施 設 の リ ス ク を 事 前 に 認 識 し 、

適 切 で 効 率 的 な 維 持 管 理 に よ り 、 低 廉 な 料 金 で 安 全 安 心 な

水 を 安 定 的 に 供 給 さ れ る よ う 要 望 す る も の で す 。  

○議長（城岸君） こ れ よ り 日 程 第 ４ 、 一 般 質 問 及 び 上 程 全 議 案 に

対 す る 質 疑 に 入 り ま す 。  

  通 告 は あ り ま せ ん で し た 。  

  以 上 で 、 通 告 に よ る 質 問 並 び に 質 疑 を 終 わ り ま す 。  

  ほ か に 質 疑 は ご ざ い ま せ ん か 。  

  [「 質 疑 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り 。 ]  

  質 疑 な し と 認 め ま す 。  

  こ れ を も ち ま し て 、 一 般 質 問 及 び 上 程 全 議 案 に 対 す る 質

疑 を 終 了 い た し ま す 。  

○議長（城岸君） た だ い ま 議 題 と な っ て お り ま す 議 案 第 1 0 号 並

び に 報 告 第 ２ 号 及 び 報 告 第 ３ 号 、 認 定 第 １ 号 及 び 認 定 第 ２

号 に つ き ま し て は 、 お 手 元 に 配 付 し て あ り ま す 議 案 付 託 表

の と お り 、 総 務 常 任 委 員 会 に 付 託 い た し ま す 。  

  ど う も ご 苦 労 様 で し た 。  

午 前 1 0 時 3 0 分     休 憩  

午 後 ４ 時 3 0 分     再 開  

 

○議長（城岸君） こ れ よ り 、 本 会 議 を 再 開 い た し ま す 。  

日 程 第 五 、 総 務 常 任 委 員 長 の 報 告 を 求 め ま す 。  

総 務 常 任 委 員 長  飯 田  修 平  君  

［ 総 務 常 任 委 員 長  飯 田 君  登 壇 ］  

 

○総務常任委員長（飯田君） 総 務 常 任 委 員 会 の 審 査 結 果 と そ の 概 要
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に つ い て 、 ご 報 告 申 し 上 げ ま す 。  

 

  本 定 例 会 に お き ま し て 、 当 委 員 会 に 付 託 さ れ た 議 案 を 審

査 す る た め 、 ８ 月 2 6 日 午 前 1 0 時 4 0 分 か ら 、 夏 野 管 理 者 を

は じ め 副 管 理 者 、 会 計 管 理 者 、 関 係 所 属 長 等 の 出 席 を 得 て

委 員 会 を 開 催 い た し ま し た 。  

  本 定 例 会 に お い て 、 総 務 常 任 委 員 会 に 付 託 さ れ た 案 件 は 、  

  議 案 第 1 0 号  平 成 2 6 年 度 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 水 道 事 業

会 計 未 処 分 利 益 剰 余 金 の 処 分 に つ い て  

報 告 第 ２ 号  専 決 処 分 の 承 認 を 求 め る こ と に つ い て （ 専

決 処 分 第 １ 号  砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 職 員 の 給 与 に 関 す る 条

例 等 の 一 部 改 正 に つ い て ）  

報 告 第 3 号  継 続 費 の 逓 次 繰 越 に つ い て   

認 定 第 １ 号  平 成 2 6 年 度 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 決 算 の 認 定

に つ い て （ 一 般 会 計 及 び 特 別 会 計 決 算 認 定 ）  

認 定 第 ２ 号  平 成 2 6 年 度 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 決 算 の 認 定

に つ い て （ 企 業 会 計 決 算 認 定 ）  

以 上 、 議 案 １ 件 、 報 告 2 件 及 び 認 定 ２ 件 で あ り ま す 。 当

局 か ら 議 案 の 詳 細 な 説 明 を 受 け 、 慎 重 に 審 査 い た し ま し た 。  

  そ の 結 果 、 付 託 案 件 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ 原 案 の と お り

可 決 、 承 認 、 認 定 す る こ と に 決 し た の で あ り ま す 。  

  こ こ で 主 な 質 疑 、 意 見 等 に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

  ま ず 、 水 道 事 業 会 計 の 未 処 分 利 益 剰 余 金 を 減 債 積 立 金 や

建 設 改 良 積 立 金 に 積 み 立 て る こ と に つ い て 、 供 給 単 価 を 値

下 げ す る な ど 受 益 者 に 還 元 で き な い か 質 し た と こ ろ 、 当 面

は 、 浄 水 場 の 建 設 改 良 工 事 、 水 管 橋 の 耐 震 化 工 事 が 計 画 さ

れ て い る こ と や 、 将 来 的 に は 人 口 の 減 少 が 避 け ら れ な い な
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か で 水 需 要 の 予 測 を し て い る が 、 世 代 間 の 負 担 の 公 平 化 や

事 業 の 継 続 性 な ど の 観 点 か ら 、 当 面 、 現 行 の 単 価 を 維 持 し

た い と の こ と で あ り ま し た 。  

次 に 、 広 域 圏 職 員 の 適 正 配 置 に つ い て 質 し た と こ ろ 、 総

務 部 門 に つ い て は 、 広 域 圏 基 金 特 別 会 計 の 広 域 活 動 計 画 地

域 振 興 事 業 は 終 了 の 方 向 で あ り 、 今 後 の 事 業 量 を 見 極 め て

適 正 配 置 を 図 っ て い く 。  

農 業 共 済 事 業 に つ い て は 富 山 県 に 一 本 化 さ れ 整 理 が つ い

て い る と こ ろ で あ る 。  

ま た 、 水 道 事 業 に つ い て は 、 今 後 、 浄 水 場 の 改 良 工 事 や

水 管 橋 の 耐 震 化 等 の 工 事 も 予 定 さ れ て お り 、 工 務 関 係 の 職

員 を 削 減 す る こ と は 難 し い が 、 水 質 検 査 部 門 に つ い て は 民

間 委 託 を 検 討 す る な ど 、 今 後 も 職 員 の 適 正 配 置 に 意 を 配 し

て い く と の こ と で あ り ま し た 。  

 そ の ほ か 、 今 後 の ご み 処 理 方 策 に つ い て 、 並 び に  わ ら び

学 園 の 更 新 計 画 に つ い て 質 問 が あ っ た と こ ろ で あ り ま す 。  

 

  以 上 、 審 査 の 結 果 に つ い て 申 し 上 げ 、 総 務 常 任 委 員 長 の

報 告 と い た し ま す 。  

 

○議長（城岸君） こ れ よ り 、 総 務 常 任 委 員 長 報 告 に 対 す る 質 疑 に

入 り ま す 。 質 疑 は ご ざ い ま せ ん か 。  

  ［ 「 質 疑 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ］  

 質 疑 な し と 認 め ま す 。  

  こ れ を も ち ま し て 、 質 疑 を 終 わ り ま す 。  

   

○議長（城岸君） こ れ よ り 討 論 に 入 り ま す  



2 0  

 

  討 論 の 通 告 は あ り ま せ ん の で 討 論 な し と 認 め ま す 。  

  以 上 で 、 討 論 を 終 結 い た し ま す 。  

 

○議長（城岸君） こ れ よ り 採 決 に 移 り ま す 。  

ま ず 、 議 案 第 1 0 号 の 議 案 １ 件 に つ い て 採 決 い た し ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

議 案 第 1 0 号  平 成 2 6 水 道 事 業 会 計 未 処 分 利 益 剰 余 金 の

処 分 に つ い て  

以 上 、 議 案 一 件 に 対 す る 総 務 常 任 委 員 長 の 報 告 は 原 案 の

と お り 可 決 で あ り ま す 。  

総 務 常 任 委 員 長 報 告 の と お り 決 す る こ と に 賛 成 の 諸 君 の

起 立 を 求 め ま す 。  

［ 賛 成 者 起 立 ］  

起 立 全 員 で あ り ま す 。  

よ っ て 議 案 第 1 0 号 の 議 案 １ 件 に つ い て は 、 原 案 の と お り 、

可 決 さ れ ま し た 。  

 

○議長（城岸君） 続 き ま し て 、 報 告 第 ２ 号 及 び 報 告 第 ３ 号 の 報 告  

２ 件 に つ い て 採 決 い た し ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

報 告 第 ２ 号  専 決 処 分 の 承 認 を 求 め る こ と に つ い て （ 専

決 処 分 第 １ 号  砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 職 員 の 給 与 に 関 す る 条

例 等 の 一 部 改 正 に つ い て ） 、 報 告 第 ３ 号 継 続 費 の 逓 次 繰 越

に つ い て  

以 上 、 報 告 ２ 件 に 対 す る 総 務 常 任 委 員 長 の 報 告 は 原 案 の

と お り 承 認 で あ り ま す 。  

総 務 常 任 委 員 長 報 告 の と お り 決 す る こ と に 賛 成 の 諸 君 の
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起 立 を 求 め ま す 。  

［ 賛 成 者 起 立 ］  

起 立 全 員 で あ り ま す 。  

よ っ て 報 告 第 ２ 号 及 び 報 告 第 ３ 号 の 報 告 ２ 件 に つ い て は 、

原 案 の と お り 、 承 認 さ れ ま し た 。  

 

○議長（城岸君） 続 き ま し て 、 認 定 第 １ 号 及 び 認 定 第 ２ 号 に つ い

て 採 決 い た し ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

認 定 第 １ 号  平 成 2 6 年 度 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 決 算 の 認 定

に つ い て （ 一 般 会 計 及 び 特 別 会 計 決 算 認 定 ）  

認 定 第 ２ 号  平 成 2 6 年 度 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 決 算 の 認 定

に つ い て （ 企 業 会 計 決 算 認 定 ）  

以 上 、 認 定 ２ 件 に 対 す る 総 務 常 任 委 員 長 の 報 告 は 原 案 の

と お り 認 定 で あ り ま す 。  

 

○議長（城岸君） 総 務 常 任 委 員 長 報 告 の と お り 決 す る こ と に 賛 成

の 諸 君 の 起 立 を 求 め ま す 。  

［ 賛 成 者 起 立 ］  

起 立 全 員 で あ り ま す 。  

よ っ て 認 定 第 １ 号 及 び 認 定 第 ２ 号 は 、 原 案 の と お り 、 認

定 さ れ ま し た 。  

 

○議長（城岸君） 次 に 、 日 程 第 ６ 、 閉 会 中 の 継 続 審 査 に つ い て

を 議 題 と い た し ま す 。  

議 会 運 営 委 員 長 及 び 総 務 常 任 委 員 長 か ら 、 会 議 規 則 第

6 9 条 の 規 定 に よ り 、 お 手 元 に 配 付 い た し ま し た 閉 会 中 の
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継 続 審 査 申 出 一 覧 表 の と お り 、 閉 会 中 の 継 続 審 査 の 申 し 出

が あ り ま し た 。  

 

○議長（城岸君）  

  お 諮 り い た し ま す 。  

議 会 運 営 委 員 長 及 び 総 務 常 任 委 員 長 か ら 申 し 出 の と お り 、

そ れ ぞ れ 調 査 が 終 了 す る ま で 、 こ れ を 閉 会 中 の 継 続 審 査 と

す る こ と に 、 ご 異 議 あ り ま せ ん か 。  

［ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ］  

ご 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 会 運 営 委 員 長 及 び 総

務 常 任 委 員 長 の 申 し 出 の と お り 、 そ れ ぞ れ 調 査 が 終 了 す る

ま で 、 こ れ を 閉 会 中 の 継 続 審 査 と す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

○議長（城岸君） 以 上 で 、 本 定 例 会 に 付 議 さ れ ま し た 全 議 案 を 議

了 い た し ま し た 。  

  副 管 理 者 か ら ご 挨 拶 が あ り ま す 。  

  副 管 理 者  田 中  幹 夫  君 。  

［ 副 管 理 者  田 中  幹 夫  君  登 壇 ］  

 

○副管理者（田中君） ８ 月 議 会 定 例 会 の 閉 会 に あ た り ま し て 、 一

言 ご 挨 拶 を 申 し 上 げ ま す 。  

今 年 の 夏 も 大 変 暑 く 、 寝 苦 し い 夜 が 何 日 も あ り ま し た 。

今 月 下 旬 に な っ て よ う や く 暑 さ も 収 ま り 幾 分 過 ご し 易 く な

っ た 今 日 こ の 頃 で あ り ま す 。  

さ て 、 本 定 例 会 に 提 出 い た し ま し た 議 案 等 に つ き ま し て 、

議 員 各 位 に は 慎 重 に ご 審 議 を 賜 り 、 議 案 す べ て に つ い て 、

そ れ ぞ れ 可 決 ・ 承 認 ・ 認 定 を 賜 り ま し た こ と 、 厚 く お 礼 申



2 3  

 

し 上 げ る 次 第 で あ り ま す 。  

ご 存 知 の と お り 、 広 域 圏 事 業 は 、 ご み 処 理 、 水 道 な ど 、

ど れ を と っ て も 圏 域 住 民 の 生 活 に 欠 く こ と の で き な い 重 要

な 業 務 ば か り で ご ざ い ま す 。  

こ の よ う な こ と か ら 、 こ れ ら の 事 業 が 抱 え る 諸 問 題 に 適

切 に 対 処 し 、 安 定 的 な 事 業 運 営 を 推 進 し て い く こ と が 大 切

で あ る と 考 え て お り ま す 。  

終 わ り に 、 議 員 各 位 に お か れ ま し て は 、 ご 健 康 に 留 意 さ

れ 、 今 後 と も 砺 波 広 域 圏 発 展 の た め に 変 わ ら ぬ ご 指 導 を 心

か ら お 願 い 申 し 上 げ ま し て 、 閉 会 に 当 た っ て の 言 葉 と い た

し ま す 。  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

○議長（城岸君） こ れ を も ち ま し て 、 平 成 2 7 年 ８ 月 砺 波 広 域 圏

事 務 組 合 議 会 定 例 会 を 閉 会 い た し ま す 。  

ど う も ご 苦 労 様 で ご ざ い ま し た 。  
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